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６月15日、山田北小学校（福士久雄校長・児童146人）では、
４年生と５年生の52人が町水産センターでカキの養殖作業
を体験しました。地域の産業と自然のかかわりを理解して
もらおうと総合学習の一環で行ったもので、保護者らの指
導でカキの耳つり作業に挑戦。慣れない作業に戸惑いなが
らも、殻長８㌢のカキを専用のピンでロープに丁寧に取り
付けていました。最後に、来年の収穫に期待をかけ、耳つり
したカキを養殖いかだからゆっくりと海中に沈めました。
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ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会

在京１１４人が集い交流深め合う

東
京
近
郊
に
暮
ら
す
本
町
出
身
者
な
ど
が
集
い
、
交
流
を
深
め
合
う

「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」
が
六
月
二
十
日
、
中
野
区
の
サ
ン
プ
ラ
ザ

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
十
九
回
目
を
迎
え
る
同
会
に
は
、

百
十
四
人
が
出
席
。
町
か
ら
も
沼
崎
喜
一
町
長
を
は
じ
め
職
員
四
人
、

町
議
会
か
ら
は
昆
暉
雄
副
議
長
、
さ
ら
に
山
田
町
商
工
会
の
阿
部
幸
栄

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
で
本
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
な

ど
を
審
議
し
た
後
、
参
加
者
お
待
ち
か
ね
の
「
懇
親
交
流
の
集
い
」
な

ど
が
開
か
れ
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
談
笑
の
輪
が
い
く
つ
も
で
き
る
な

ど
、
年
に
一
度
の
同
郷
人
同
士
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

総
会
で
は
堀
合
辰
夫
会
長
が
「
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
同
会
も
今
年
で

十
九
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
日
は
時
間
の
許
す
限
り
、
会

員
同
士
の
親
ぼ
く
を
深
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
平

成
十
五
年
度
の
事
業
報
告
や
本
年
度

の
事
業
計
画
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
沼
崎
喜
一
町
長
が
町
の

近
況
を
報
告
。「
同
郷
の
会
の
皆
さ

ん
に
は
、
町
の
発
展
に
ご
協
力
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
景
気
の

先
行
き
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
と
の

報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
地
方
で
は
依

然
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

町
で
は
今
年
四
月
か
ら
役
場
組
織
の

機
構
改
革
や
、
係
制
を
廃
止
し
て
業

務
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を
図
る
な
ど
行
財

政
改
革
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
来
年
町
は
合
併
五
十
周

年
を
迎
え
、
昨
年
度
町
で
購
入
し
た

オ
ラ
ン
ダ
島
で
の
観
光
事
業
な
ど
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に

山
田
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
「
懇
親
交
流
の
集

い
」
は
、
昆
暉
雄
町
議
会
副
議
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
幕
が
開
け
、
同
郷
人

同
士
が
古
里
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
山
田
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

協
会
（
O
藤
幸
男
会
長
）
か
ら
、
小

学
生
の
こ
ろ
板
テ
ニ
ス
が
大
変
上
手

だ
っ
た
名
誉
町
民
で
あ
る
鈴
木
善
幸

先
生
へ
ラ
ケ
ッ
ト
が
贈
呈
さ
れ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
物
産

販
売
や
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
古
里

を
思
い
出
し
満
足
し
た
様
子
。
地
区

ご
と
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
最
後
に

参
加
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合

唱
し
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。

第１９回

昆暉雄副議長の乾杯で懇親の集いの幕が開けました《写真上》／
名誉町民鈴木善幸先生（代理出席・鈴木俊一衆議院議員秘書の守
本敬子さん＝写真左＝）に山田町ソフトテニス協会（代理贈呈・
昆秩さん）から板テニスのラケットが手渡されました《丸写真》
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昭和34年に山田から上京し、「ふる里会」には５、
６回目の参加になります。私は沼崎町長とは幼ななじ
みで一緒に缶けりなどをして遊んだ仲なので、町長に
なっていると聞いてびっくりしましたね。生まれ故郷
の織笠にはお盆に必ず帰るようにしています。あのき
れいな海や山、川はどこにいても忘れられるものでは
ありません。古里はいつ帰ってもいいものですね。

美しい自然
忘れられない

東京都足立区

江 森 利
とし

秋
あき

さん（６３歳）
〔織笠出身〕

上京してもう30年になります。「ふる里会」へは友
人と誘い合って毎年欠かさず参加しています。たまに
山田に帰りますが、やっぱり古里はいいですね。町内
の商店が閉店したり、町の過疎化が進んでいるという
話を聞きますが、昔の漁が盛んだった頃のことを思う
と、何とも寂しい気持ちになりますね。地場産業など
で町が発展するように遠くから応援しています。

町の発展を
願っています

埼玉県川口市

木 村 玲
れい

子
こ

さん（７３歳）
〔北浜町出身・旧姓湊〕

「ふる里会」には毎年参加していますが、最近では
家族で参加する人たちも増えて、とても良いことだと
思います。それでも年々参加者の数が減ってきている
のがとても残念ですね。私も一生懸命声をかけて人を
集めているつもりですが、町でもさまざまな年代の人
が参加できるように、宣伝方法を何か工夫してみては
いかがでしょうか。

宣伝方法を
何か工夫しては

千葉県船橋市

川 端 正
まさ

和
かず

さん（５７歳）
〔大浦出身〕

私は若い頃、終戦後まで山田町役場に勤めていまし
た。戸籍の事務を担当していて、役場庁舎の下にあっ
た防空ごうの中で事務を行っていたことを思い出しま
すね。ふる里会には今まで10回以上は参加しています
が、足腰が丈夫なうちはこれからも参加し続けたいで
す。なかなか機会が無くて山田には帰れませんけれど
も、山田にいる友人たちにも会えたらうれしいですね。

これからも
参加し続けたい

埼玉県上尾市

植 田 智
とも

子
こ

さん（７７歳）
〔大沢出身・旧姓千代川〕

特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
で
は
、
当
せ
ん
者

は
う
れ
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た

物
産
販
売
も
行
わ
れ
、
古
里
の

味
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た

懐
か
し
い
人
た
ち
と
の
再
会

で
思
い
出
話
も
弾
み
ま
す



【４】

11日が投票日です

六
月
二
十
四
日
公
示
の
第
二
十
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
と
、
七
月
六
日
告
示
の

山
田
町
長
選
挙
が
、
七
月
十
一
日
を
投
票

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
国
と
町
の
進
む
べ
き

方
向
を
決
め
る
た
め
の
大
切
な
選
挙
で
あ

り
、
皆
さ
ん
の
意
思
を
大
き
く
反
映
さ
せ

る
と
き
で
す
。
投
票
す
る
際
に
は
選
挙
公

報
や
政
見
放
送
な
ど
を
よ
く
見
て
、
確
か

な
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。
投
票
日
に

用
事
が
あ
る
人
な
ど
は
期
日
前
投
票
や
不

在
者
投
票
を
し
て
、
棄
権
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
岩
手
県
選
出
議
員
と
比

例
代
表
選
出
議
員
の
二
種
類
と
、
町

長
選
挙
の
合
計
三
種
類
の
投
票
が
行

わ
れ
ま
す
。

岩
手
県
選
出
議
員
（
投
票
用
紙
は

薄
黄
色
）
は
投
票
用
紙
に
候
補
者
の

名
前
を
書
き
ま
す
。
比
例
代
表
選
出

議
員
（
白
色
）
は
前
回
の
参
院
選
か

ら
導
入
さ
れ
た
非
拘
束
名
簿
式
に
よ

り
、
候
補
者
の
名
前
か
政
党
名
の
い

ず
れ
か
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

町
長
選
挙
（
白
色
）
は
投
票
し
よ

う
と
す
る
候
補
者
の
氏
名
の
上
に

「
○
」
を
記
入
し
て
投
票
し
ま
す
。

11
日
の
投
票
は
午
後
６
時
ま
で

十
一
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
投
票

所
は
次
ペ
ー
ジ
の
二
十
五
カ
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
に
出
掛
け
る
際

は
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は

次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

▽
昭
和
五
十
九
年
七
月
十
二
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
十
六
年

四
月
五
日
以
前
に
本
町
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
人

※
平
成
十
六
年
四
月
六
日
以
降
に
本

町
に
転
入
届
を
し
た
人
は
、
前
住

所
地
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
本

町
で
不
在
者
投
票
を
す
る
か
、
前

住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
・
不
在
者

投
票
の
ご
利
用
を

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
な
ど
で

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
簡
単

で
印
鑑
も
不
要
で
す
。

◆
期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
期
間

・
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

六
月
二
十
五
日
〜
七
月
十
日

・
町
長
選
挙

七
月
七
日
〜
十
日

◆
時
間
と
場
所

▽
時
間
　
午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時

（
土
・
日
曜
日
も
同
じ
で
す
）

▽
場
所
　
役
場
二
階
特
別
会
議
室

◆
郵
便
に
よ
る
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

人
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
交

付
さ
れ
た
郵
便
投
票
証
明
書
を
提
示

の
上
、
七
月
七
日
ま
で
に
投
票
用
紙

の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
同
制
度

で
投
票
で
き
る
人
は
、
障
害
者
手
帳

な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
が
次

に
該
当
す
る
人
で
す
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
…
両
下
肢
な
ど

の
障
害
が
一
級
ま
た
は
二
級
の
人
、

内
蔵
機
能
の
障
害
が
一
級
ま
た
は

三
級
の
人
、
免
疫
の
障
害
が
一
級

か
ら
三
級
ま
で
の
人

▽
戦
傷
病
者
手
帳
…
両
下
肢
な
ど
の

障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

ま
で
の
人
、
内
臓
機
能
の
障
害
が

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の

人
▽
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
…
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
五
の
人

※
郵
便
投
票
証
明
書
、
船
員
の
選
挙

人
名
簿
登
録
申
請
書
を
お
持
ち
の

方
は
、
有
効
期
限
を
確
認
し
、
期

限
切
れ
の
方
は
町
選
挙
管
理
委
員

会
へ
事
前
に
再
交
付
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
記
載
に
よ
る
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

る
人
の
う
ち
、
自
ら
投
票
の
記
載
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
事
前

に
登
録
し
た
代
理
人
に
投
票
に
関
す

る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
同
制
度
で
投
票
で
き
る
人
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い

棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を棄権せず確かな１票を
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る
内
容
が
次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
…
上
肢
ま
た
は

視
覚
の
障
害
が
一
級
の
人

▽
戦
傷
病
者
手
帳
…
上
肢
ま
た
は
視

覚
の
障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第
二

項
症
ま
で
の
人

■
開
票

即
日
開
票
で
す
。
当
日
の

午
後
八
時
か
ら
山
田
南
小
学
校
体

育
館
で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
�
８
２
│
３
１
１
１

内
線
４
１
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

投票区 投　　票　　所

山 田 第１

２

３

４

５

６

船 越 第１

２

３

４

５

織 笠 第１

２

３

４

５

６

大 沢 第１

２

豊間根第１

２

３

４

５

６

山 田 漁 村 セ ン タ ー

山 田 町 中 央 公 民 館

北 浜 防 災 セ ン タ ー

さ く ら 幼 稚 園

関谷林業担い手センター

関口農業担い手センター

船 越 防 災 セ ン タ ー

山の内生活改善センター

船 越 漁 村 セ ン タ ー

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

小谷鳥コミュニティセンター

織笠コミュニティ細浦ブロックセンター

織笠漁業協同組合水産倉庫

旧岩手宮古農業協同組合織笠支店

猿神農業担い手センター

田子ノ木生活改善センター

織笠コミュニティ外山ブロックセンター

山田町ふるさとセンター

大沢漁業協同組合新倉庫

豊間根生活改善センター

農 村 婦 人 の 家

田名部林業担い手センター

上 豊 間 根 青 年 会 館

荒川農業構造改善センター

馬鞍コミュニティセンター

◆投票所一覧表

児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正児童手当法が改正

該
当
者
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

児童手当法の改正により、児童手当
の支給対象が未就学児から小学校３年
生までに拡大されました。
手当の支給額は今までと変わらず、

第１子と第２子がそれぞれ月額５千
円、第３子以降には月額１万円が年３
回に分けて支給（２月、６月、10月）
されます。ただし、児童手当には所得
制限があり、所得が限度額を超える場
合は支給されません。
�月分までさかのぼって支給
今回の改正に伴う経過措置として、

小学校１年生から３年生に限り、９月
30日までに手続きをすれば、４月分ま
でさかのぼって手当を受けることがで
きます。10月１日以降に手続きをする
と、申請した月の翌月分からの支給と
なりますのでご注意ください。
該当すると思われる方には、手続き

用紙を送付しますので、忘れずに提出
してください。なお、手続き用紙が届
かない方は下記までご連絡ください。
◆手続きの内容
・小学校�、�年生の保護者…現在、小学校入学
前の児童（弟や妹）について児童手当を受給し
ている方は、「額改定認定請求書」の提出が必
要です。現在、児童手当を受給していない方は、
「新規認定請求書」の提出が必要です。
・小学校�年生の保護者…６月30日提出期限の
「児童手当現況届」により審査しますので、新
たに手続きの必要はありません。
◆提出期限 ７月20日（期限までに手続きがあっ
たものについては、４月と５月分の手当を８月
に支給します）
◆提出先 役場住民生活課または役場各支所
◆問い合わせ 役場住民生活課住民記録担当（�
82－3111内線123）へどうぞ。

支給対象が小学校
３年生までに拡大

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
確
か
な
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
（
昨
年
11
月

に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
風
景
・
町
中
央
公
民
館
）

山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
山田町第一保育
所の園児たち
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若
手
漁
業
者
の
英
知
を
結
集

水
産
業
の
新
た
な
道
切
り
開
く

町
内
の
二
十
│
四
十
代
の
若
手
漁
業
者
で
組
織
す
る
「
水
産
グ
ル
ー

プ
21
」
の
初
会
合
が
六
月
二
十
二
日
、
役
場
三
階
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
低
迷
す
る
本
町
の
水
産
業
の
現
状
に
目
を
向
け
、
漁
業
者
自

ら
が
英
知
を
結
集
し
、
将
来
の
漁
業
の
在
り
方
、
振
興
策
を
考
え
る
場

と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
会
員
八
人
が
出
席
し
役
員
選
出
や
本
年

度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
沼
崎
喜
一
町
長

は
「
本
町
産
業
の
柱
で
あ
る
水
産
業

は
、
数
字
か
ら
見
て
も
平
成
十
四
年

の
漁
業
生
産
高
が
平
成
二
年
の
半
分

以
下
の
三
十
六
億
円
に
落
ち
込
む
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
四
月
現
在
の
漁
協
の
正
組

合
員
数
の
う
ち
、
四
十
九
歳
以
下
の

割
合
は
一
八
％
と
な
り
、
高

齢
化
が
一
層
進
ん
で
い
ま
す
。

町
の
水
産
業
を
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
も
、
若
い
漁
業

者
で
あ
る
会
員
の
皆
さ
ん
が
、

こ
の
会
を
通
じ
て
自
由
活
発

な
意
見
を
出
し
合
い
、
新
し

い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
の
後
の
議
事
で
は
、
会
の
目
的

な
ど
を
定
め
た
会
則
を
満
場
一
致
で

承
認
。
役
員
の
選
出
も
行
わ
れ
、
会

長
に
上
林
正
#
さ
ん
（
長
崎
・
二
六

）

を
選
出
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
本
年

度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
を
審
議
。

具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
後
開
催
さ
れ
る
会
合
で
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

漁
業
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た

本
町
で
す
が
、
近
年
、
イ
カ
や
サ
ケ

の
不
漁
、
水
産
物
の
価
格
低
迷
、
漁

業
者
の
高
齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら「
水
産
グ
ル
ー

プ
21
」
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
三
カ

年
に
わ
た
り
活
動
し
て
き
た
「
水

産
・
21
世
紀
会
議
」
の
成
果
を
踏
ま

え
、
漁
業
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
組
織
さ
れ

た
も
の
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

水
産
振
興
に
関
す
る
情
報
収
集
や
調

査
、
国
内
外
の
先
進
地
視
察
研
修
な

ど
将
来
の
漁
業
の
在
る
べ
き
姿
を
模

索
し
な
が
ら
、
水
産
業
の
発
展
に
向

け
て
二
年
間
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

「水産グループ２１」の会長

上 林 正 %さん（長崎・２６歳）

養殖漁業を始めて8年目になりますが、
水産業を取り巻く環境は厳しい状況にあ
ります。自分自身も明確なビジョンが見え
ないまま現在に至り、このままでは山田の
漁業は衰退の一途をたどるだけではない
かと常々感じています。この会を通じて、
先輩会員の方々と共に漁業の進むべき方
向や振興策を見いだし、町の水産業発展の
ため頑張りたいと思います。先輩漁業者や
町民の皆さんのご協力をお願いします。

まさ ゆき

カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子カキの収穫作業の様子

役員選出や本年度の事業
計画を審議した初会合



町消防団

【７】

「
予
防
に
勝
る
消
防
は

無
い
。
町
民
一
人
ひ
と
り

が
防
火
の
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
切
」
と
語
る
佐
々

木
俊
夫
さ
ん
。
五
月
三
十

日
に
日
本
消
防
協
会
の
副

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
昭
和

五
十
一
年
か
ら
現
在
ま
で

山
田
町
消
防
団
の
団
長
を

務
め
る
と
同
時
に
、
岩
手

県
消
防
協
会
の
理
事
や
副

会
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成

七
年
か
ら
会
長
を
務
め
て

い
ま
す
。
ま
た
町
民
の
防

千
人
の
消
防
団
員
に
号
令
を
掛
け
た

こ
と
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
」

と
感
激
の
大
舞
台
を
振
り
返
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、
中

国
・
春
秋
時
代
の
兵
書
「
孫
子
の
兵

法
」
に
あ
る
『
戦
わ
ず
し
て
勝
つ
』

と
い
う
言
葉
に
当
て
は
め
、「
火
災

を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
と
し
て
も
、

そ
こ
に
は
必
ず
被
害
が
あ
り
最
善
と

は
い
え
な
い
。
予
防
に
よ
っ
て
被
害

を
出
さ
な
い
こ
と
が
最
善
の
策
で
あ

る
。
こ
の
自
分
の
消
防
思
想
を
全
国

の
人
に
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
力
し

た
い
」
と
意
欲
的
に
話
し
ま
す
。

た
佐
々
木
さ
ん
。

「
天
皇
皇
后
両
陛
下

を
前
に
し
て
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
三
万
五

災
意
識
の
高
揚
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

こ
れ
ま
で
に
町
内
五
地
区
に
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
な
ど
を
組
織
さ
せ
ま
し
た
。

生
業
の
傍
ら
奉
仕
の
心
を
持
っ
て

消
防
活
動
や
訓
練
に
取
り
組
む
団
員

の
姿
を
見
る
と
、
団
長
と
し
て
や
り

が
い
を
感
じ
る
と
話
す
佐
々
木
さ
ん

で
す
が
、
団
員
数
の
減
少
に
つ
い
て

「
全
国
的
に
も
定
員
を
下
回
っ
て
い

る
。
大
規
模
な
災
害
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
多
く
の
若
者
に
入
団
し
て
ほ

し
い
」
と
強
く
呼
び
掛
け
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
東
京
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
た
自
治
体
消
防
五
十
五
周
年

記
念
式
典
で
は
、
総
指
揮
者
を
務
め

自
分
の
消
防
思
想
を
全
国
に

日本消防協会の副会長に就任した

佐々木 俊
とし

夫
お

さん（大沢・７４歳）

場登民町
１０３

宮古で危険物取扱者の
保安講習が行われます
危険物取扱者保安講習会が行わ

れます。受講対象の方は忘れずに
受講してください。
�日時　９月７日（火）
給油取扱所従事者…午前９時～
給油取扱所以外の従事者…午後
１時半～
�会場　宮古地区広域行政組合消
防本部（宮古市五月町２－１）
�受講対象　平成13年４月１日か
ら14年３月31日までの間に、危
険物取扱者免状を取得または同
保安講習を受講した人
�受講手数料　4,700円（岩手県
収入証紙）
�受付期限　７月31日
�申込書の請求先・問い合わせ
山田消防署（�82－3139）へ。

町
消
防
団
入
団
者
の
辞
令
交
付
式

が
六
月
一
日
、
山
田
消
防
署
で
行
わ

れ
、
新
た
に
二
人
の
女
性
消
防
団
員

が
誕
生
し
ま
し
た
。
入
団
し
た
の
は

飯
岡
の
沼
�
真
由
美
さ
ん（
三
一

）＝
写

真
左
＝
と
織
笠
の
阿
部
愛
さ
ん（
三
一

）

で
、
共
に
第
七
分
団
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
。
一
年
前
か
ら
同
分
団
の
お
手

伝
い
を
し
て
き
た
お
二
人
で
す
が
、

さ
ら
に
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
い

と
入
団
を
志
願
し
た
も
の
で
す
。
真

新
し
い
は
ん
て
ん
に
そ
で
を
通
し
た

お
二
人
は
「
最
前
線
で
の
活
動
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
後
方
支
援
の
立
場
で

地
域
防
災
の
た
め
頑
張
り
ま
す
」
と

力
強
く
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

二
人
の
入
団
に
よ
り
、
本
町
の
女

性
消
防
団
員
は
四
人
と
な
り
ま
し
た
。

地域の防災活動に努めます

新たに女性２人が入団
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���������

★
趣
味
は
何
で
す
か

パ
ン
を
作
る
の
が
大
好
き
で
、
発

酵
し
て
膨
ら
ん
だ
生
地
を
見
る
と
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら

海
で
遊
ぶ
の
も
好
き
で
、
夏
が
近
づ

く
こ
れ
か
ら
の
季
節
が
楽
し
み
で
す
。

★
理
想
の
男
性
像
は

趣
味
や
話
の
合
う
人
が
一
番
か
な
。

映
画
俳
優
の
ブ
ラ
ッ
ド
・
ピ
ッ
ト
み

た
い
な
人
が
い
い
で
す
ね
。

★
今
一
番
や
り
た
い
こ
と
は

海
外
に
行
っ
て
海
で
ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
し
た
り
、
ア
フ
リ
カ
の

野
性
動
物
を
見
た
り
し
て
、
海
外
の

自
然
に
触
れ
て
み
た
い
で
す
ね
。

海
外
の
自
然
に
触
れ
て
み
た
い

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

釜
石
に
あ
る
携
帯
電
話
販
売
店
に

勤
務
し
て
一
年
に
な
り
ま
す
。

職
場
の
仲
間
と
は
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
一
緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ

た
り
、
休
日
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

登
山
に
行
っ
た
り
と
、
仕
事
以
外
も

仲
良
く
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
す
。

★
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

お
客
様
に
親
し
み
を
持
た
れ
る
よ

う
な
応
対
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

中　山　絵
え

美
み

子
こ

さん
（船越・27歳）

子
離
れ
し

何
時
と
も
な
し
に
花
を
待
つ

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

亡
き
母
の
好
み
し
曲
に
涙
す
る

テ
ー
プ
で
偲
ぶ
宮
城
馬
子
歌

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
78
歳
）

走
れ
な
い
孫
の
努
力
に
涙
ぐ
む

松
�
�
雄
（
船
越
・
69
歳
）

十
五
才
綽
名
は
「
バ
ッ
タ
」

グ
ラ
ン
ド
に

汗
滴
ら
せ
駈
け
し
と
お
き
日

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
83
歳
）

汗
か
涙
か

負
け
る
も
勝
つ
も
選
手
達

古
藤
野
強
（
豊
間
根
・
79
歳
）

拉
致
さ
れ
て
十
数
年
の
涙
あ
り

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
76
歳
）

野
に
摘
み
し
タ
ラ
の
芽
セ
リ
に

あ
さ
つ
き
の
夕
餉
の
卓
は

春
の
香
み
ち
ぬ

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
？
歳
）

初
夏
の
草
木
押
花
楽
し
い
ね

佐
々
木
ヱ
ミ
子
（
飯
岡
・
？
歳
）

ひ
た
む
き
に
屋
材
に
せ
む
と

愛
で
し
亡
夫
の
仰
ぎ
み
る
樹
々
は

巨
木
と
な
り
つ

千
代
川
貞
（
大
沢
・
78
歳
）

橋
田
さ
ん
　
小
川
さ
ん

叔
父
、
甥
の
お
二
人
の

勿
体
な
き
お
命
う
し
な
い
ぬ

次
々
お
こ
る
悲
し
み
に

御
家
族
様
の
胸
中
は
い
か
ば
か
り
か

お
帰
り
な
さ
い
ま
せ
と
申
し
上
げ

お
が
む
こ
と
ば
も
と
ぎ
れ
が
ち
な
り

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
89
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

「
ず
っ
と
、
ず
っ
と
探
し
て
た
。

私
は
、
あ
な
た
が
大
好
き
で
す
。」

こ
の
世
は
誰
が
つ
く
っ
た
の
？

全
部
、
誰
が
つ
く
っ
た
の
？

い
っ
ぱ
い
、
不
思
議
な
こ
と
ば
か
り
。

宇
宙
は
、
空
は
、
海
は
、
星
は
、

山
は
、
虫
は
、
人
は
…

全
て
は
、
誰
が
つ
く
っ
た
の
？

ず
っ
と
、
ず
ぅ
ー
っ
と
知
り
た
く
て
、

ず
っ
と
、
ず
ぅ
ー
っ
と
探
し
て
た
。

素
晴
ら
し
い
世
界
、
あ
り
が
と
う
。

私
は
、
あ
な
た
が
大
好
き
で
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
深
キ
ョ
ン
大
好
き
�

（
長
崎
・
？
歳
）

投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町
の
街
灯
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
す
。
夜
に
は
た
く
さ
ん
街
灯
が
つ

い
て
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
で
す
。
朝
で

も
日
中
で
も
ず
っ
と
つ
い
て
い
る
よ

う
な
の
で
、
電
気
代
が
も
っ
た
い
な

い
の
で
消
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い

ま
す
。
夜
で
も
街
灯
が
あ
っ
て
も
つ

い
て
い
な
い
所
が
あ
る
の
で
、
定
期

的
に
見
回
っ
て
電
球
を
取
り
替
え
て

ほ
し
い
で
す
。
お
願
い
し
ま
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
花
大
好
き
マ
マ

（
田
の
浜
・
44
歳
）

【
回
答
・
地
域
整
備
課
】

町
内
に
は
町
管
理
の
街
灯
が
約
三

千
本
あ
り
、
す
べ
て
の
点
検
を
で
き

か
ね
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
街
灯

の
修
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
▼
日
中

に
つ
い
て
い
る
▼
球
が
切
れ
て
夜
暗

い
―
―
な
ど
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の

情
報
に
よ
り
電
気
店
に
修
理
の
依
頼

を
し
て
い
ま
す
。
街
灯
の
球
切
れ
な

ど
に
お
気
付
き
の
際
は
、
お
手
数
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
役
場
地
域
整
備

課
管
理
担
当
（
�
８
２
―
３
１
１
１

街
灯
の
点
検
は
定
期
的
に

ひらやましゅんくん
（わかば幼稚園・５歳）

古
き
日
本
の
心
を
大
切
に

わ
た
し
は
小
旅
行
が
好
き
で
旅
行

雑
誌
を
見
な
が
ら
、
こ
こ
に
行
っ
て

み
た
い
な
ぁ
ー
と
思
案
し
て
い
ま
す
。

つ
い
先
日
、
仙
台
に
出
掛
け
た
際
、

息
子
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
三
分
く
ら
い

の
所
に
あ
る
仙
台
駄
菓
子
の
老
舗

「
石
橋
屋
」
に
足
を
向
け
菓
子
を
買

い
求
め
ま
し
た
。
明
治
十
八
年
か
ら

の
の
れ
ん
、
古
い
店
構
え
、
襖
絵
…
。

創
業
以
来
、
味
と
歴
史
を
守
り
続
け
、

手
作
業
で
作
ら
れ
て
い
る
駄
菓
子
に

目
が
く
ぎ
付
け
…
。
素
朴
な
菓
子
が

並
ん
で
い
て
、
ふ
っ
と
幼
い
日
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
ま
し
た
。
な
お
、

「
石
橋
屋
」
は
仙
台
市
の
景
観
重
要

建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
な
菓
子
か
ら
愛
情

広
報
を
町
外
に
送
り
た
い

妹
が
愛
知
県
に
嫁
い
で
い
る
の
で
、

広
報
や
ま
だ
を
送
っ
て
あ
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
地
元
の

こ
と
が
分
か
っ
て
も
ら
え
る
か
な
と

思
い
ま
し
て
…
。
数
年
前
ま
で
送
っ

て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

後
引
越
し
な
ど
で
、
い
つ
か
ら
か
途

絶
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
も
う

一
度
、
新
住
所
に
送
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

長
澤
佳
子
（
中
央
町
・
？
歳
）

【
回
答
・
総
務
課
】

町
で
は
町
外
に
住
ん
で
い
る
町
出

身
者
や
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に

内
線
２
４
３
）
へ
ご
一
報
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【８】【９】

ト
コ
ロ
テ
ン
ノ
ス
ケ（
？
）

お
の
は
る
な（
５
）

川
向
志
歩（
11
）

や
ま
ざ
き
り
ょ
う
す
け（
７
）

ふ
に
ょ
っ
ち（
？
）

沼
崎
晴
香（
？
）

Ｆ
２（
16
）

さ
く
ら（
12
）

っ
て
、言
う
じ
ゃ
な
い
�（
？
）

Ｂｓ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
�（
14
）

S
um
m
er
G
irl

☆（
14
）

ミ
ッ
木→

（
14
）

の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
古
い
物

（
日
本
の
心
）
を
本
当
に
大
切
に
し

た
い
で
す
ね
。

雲
霞
に
夏
物
語
り
緑
濃
く

黒
澤
頼
江
（
船
越
・
？
歳
）

広
報
や
ま
だ
を
無
料
で
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
山
田
を
離
れ
て
暮
ら
す

方
々
が
、
広
報
や
ま
だ
を
通
じ
て
古

里
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
発
送
を
希
望
す
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
発
送
日
　
毎
月
一
日
（
前
月
十
五

日
号
を
一
緒
に
お
送
り
し
ま
す
）

▽
連
絡
先
　
役
場
総
務
課
情
報
管
理

担
当
（
�
８
２
―
３
１
１
１
内
線

４
２
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

晴
天
の
下
で

四
季
折
々
の
花
を
眺
め
し

花
ま
り
ん

山
�
泰
司
（
船
越
・
58
歳
）

山田社交ダンスサークル「ピ
ボット」では、「夏の社交ダン
スパーティー」を開催します。
当日は、本町出身の箱石博之さ
ん（箱石ダンス教室経営）など
による模範演技も行われます。
どなたでも参加できますので、
お気軽にご来場ください。
�日時 7月24日（土）

午後6時～9時
�場所　町中央公民館小ホール
�デモンストレーター　箱石博
之・箱石幸子組（スタンダー
ド）、箱石統匡・阿部由紀子
組（ラテンアメリカン）
�入場券　1,500円（町中央公
民館で取り扱っています）
�問い合わせ　山田社交ダンス
サークル「ピボット」（福士
敏郎�82－2810）へどうぞ。
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137Fresh WomanFresh Woman
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夏の社交ダンス
パーティー開催

ふ
す
ま

え

も
と

い

つ

あ
だ

な

し
た
た

ゆ
う

げ

お
お

辰丸（15）

平石凌（10）

,

う
ん

か



「房の沢古墳群」の確認調査報告会が5月29日、現地で開
かれました。同古墳群の発掘調査を進めている町教育委員
会が主催したもので、昨年5月と今年5月の2回の調査で
発見された古墳を公開。当日は町内外から45人の考古学
ファンが訪れ、調査成果を聞きながら古代ロマンに浸って
いました。同古墳群は山田北小学校裏の標高50㍍の丘に位
置し、古墳時代末期から奈良時代にかけてつくられたもの
です。これまでに大小35基の古墳が見つかっており、今回の
調査で新たに4基の古墳を確認。うち１基は直径8㍍もあ
る大型のものでした。古墳の分布状況から、同古墳群は細
い尾根の傾斜の緩い部分を選んで古墳が構築されているこ
とが分かりました。世界遺産を目指す平泉文化の基礎となっ
た蝦夷社会を知る貴重な資料として注目を浴びています。

房の沢古墳群で調査報告会

古代ロマンに思いを巡らす

6月26日、八千代地区自治会（吉川義男会長・84世帯）で
は、コミュニティー活動の拠点となる「八千代いどばた会
館」の完成を記念し、「会館まつり」を開きました。会館は、
子供から高齢者まで気軽に利用できる集会施設にと、自治
会の皆さんが町から旧診療所の使用許可を得て建物の修繕
を行い、4月に完成したものです。同まつりには会員など
30人が参加。童話かるたやトランプ、ゲームで親ぼくを
深めるほか、昔ながらのホオ葉で包んだ赤飯なども振る舞
われるなど、新しい活動拠点の完成を祝い合っていました。

「八千代いどばた会館」が完成

コミュニティー活動の拠点に

6月15日、町と東豊間根自治会・繋地区（伊C進一地区
会長）、農事組合法人エコファーム山田（芳賀敏代表理事）
三者による環境保全協定の調印式が繋集落センターで行わ
れました。これは10月末に完成予定の堆肥センターの運営
に関し、地域住民の健康の保護、生活環境の保全のため締
結されたもので、式には沼崎喜一町長と伊C地区会長、芳
賀代表理事ら15人が出席。沼崎町長は「三者がお互いに意
思の疎通を欠かさないよう、末永いお付き合いをお願いし
たい」とあいさつしました。環境保全協定書にそれぞれ調
印し交換、お互いの発展を願い固い握手を交わしました。

環境保全協定の三者調印式

互いの発展願いガッチリ握手

【１０】

たい ひ

今月の題字

荒川 奈津美ちゃん
（船越小5年）

6月15日、山田地区漁業協同組合合併推進協議会の初会
合が町中央公民館で開かれました。町内5漁協の合併に向
けての問題の整理や、新たな漁協の在るべき姿を検討する
場として設置されたもので、各漁協の組合長など40人が出
席。会の規約が承認された後、今後の取り組みとして「来
年6月ごろまでに合併計画の原案をまとめ組合員への説明
会を開催。同11月ごろに合併総会を開きたい」との見通し
が示されました。会長、副会長の選出は、3漁協が役員改
選を控えていることから次の会合で行うことになりました。

6月10日、県緑化推進委員会山田支部協議会主催の「花
壇植え付け講習会」が大沢地区の国道花壇で開かれました。
緑化技術の向上を目的に初めて開かれたもので、老人クラ
ブや自治会の代表など55人が参加。宮古農業改良普及セン
ターの佐々木洋一主任改良普及員を講師に、デザインや土
作り、管理方法などについて学びました。参加者は講師の
説明の後、早速、植え付け作業に取り掛かり、苗を花壇の
デザインどおり丁寧に植え付けていました。8月中旬には
色鮮やかな花が通行人の目を楽しませてくれそうです。

町生涯学習推進本部主催の「�マナビィ�ネットワーク in
やまだ特別講演会」が6月6日、中央公民館で開かれまし
た。講師はノンフィクション作家の吉永みち子さん。「自
分らしく生きる」と題して、会場に詰め掛けた町民550人の
聴衆を前に講演しました。吉永さんは、男性社会で自分の
生きる道を切り開いてきた経験から、「男らしさ、女らしさ
にとらわれず、いつでも自分の道に向かって進んでほしい。
それが自分らしく生きるということ」と熱く語りました。

【１１】

ション作家
ノンフィク 吉永みち子さんが講演

いつでも自分の道に向かって

「花壇植え付け講習会」に55人

デザインや管理方法を学ぶ

漁協合併推進協議会の初会合

再編へ向けた検討始まる

な つ み



【１２】

最
近
相
次
い
で
う
れ
し
い
報

告
が
私
の
と
こ
ろ
に
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
岩
手
県
民
体
育
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
で
本
町

チ
ー
ム
が
、
六
十
五
歳
以
上
と

六
十
四
歳
以
下
の
両
チ
ー
ム
が

一
位
と
な
り
総
合
で
完
全
優
勝

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
し
か
も
、

今
年
は
山
田
町
が
開
催
地
で
、

開
催
地
チ
ー
ム
の
優
勝
は
あ
ま

り
例
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
県
高
校
総
体
で
山
田
高

校
が
ボ
ー
ト
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で

男
女
優
勝
と
い
う
快
挙
も
あ

り
、
町
長
室
で
の
う
れ
し
い
記

念
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
上
位
の
大
会
に
出
場
す

る
予
定
で
す
の
で
健
闘
を
祈
り

た
い
も
の
で
す
。

六
月
十
六
日
、
山
田
中
学
校

三
学
年
の
総
合
学
習
の
時
間
に

講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
ふ
る
さ
と
山
田
を

学
び
な
が
ら
自
分
た
ち
の
『
町

お
こ
し
案
』
を
ま
と
め
て
提
言

す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
私
か

ら
町
の
現
状
と
課
題
を
話
し
ま

し
た
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
ど

の
よ
う
な
提
言
を
ま
と
め
る
か

楽
し
み
で
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

県
高
校
総
体

ボ
ー
ト

県
民
体
育
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

男
子
が
８
年
ぶ
り
総
合
Ｖ

本
町
チ
ー
ム
が
完
全
制
覇

第
五
十
六
回
県
高
校
総
合
体
育
大
会
の

ボ
ー
ト
競
技
総
合
で
、
山
田
高
校
ボ
ー
ト

部
の
男
子
が
優
勝
。
女
子
が
三
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

大
会
は
六
月
四
日
か
ら
湯
田
町
で
開
か

れ
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
に
長
�
翔
之

（
三
年
）、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
佐
藤
翔

吾
・
畠
山
勇
生
組
（
二
年
）
が
出
場
。
と

も
に
予
選
か
ら
順
調
に
勝
ち
進
み
、
決
勝

で
も
ス
ピ
ー
ド
に
乗
り
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。
男
子
か
じ
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ

ル
も
三
位
に
入
賞
し
、
男
子
総
合
で
八
年

ぶ
り
の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
た
田
老

恵
子
・
齊
藤
久
乃
組
（
三
年
）
は
予
選
か

ら
圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
ち
進
み
、
決
勝
で

も
二
位
に
約
52
秒
の
差
を
つ
け
圧
勝
。
女

子
か
じ
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
も
二
位
に
輝

き
女
子
総
合
で
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

▽
か
じ
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
出
場
選
手

男
子
…
荒
川
勝
也（
二
年
）、高
橋
勝
成

（
一
年
）、
岩
浅
司
（
同
）、
阿
部
泰
朋

（
同
）、佐
藤
成
康（
同
）

女
子
…
木
村

和
香
奈（
二
年
）、中
澤
智
美（
同
）、阿
部

さ
く
ら
（
一
年
）、
阿
部
優
香
（
同
）、

佐
々
木
真
実
（
同
）

《
敬
称
略
》

な
お
、
六
月
十
八
日
か
ら
宮
城
県
で
開

か
れ
た
東
北
高
校
ボ
ー
ト
選
手
権
大
会
の

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
、
山
田
高
校
が
男
女
そ

ろ
っ
て
準
優
勝
に
輝
い
て
い
ま
す
。

六
月
十
二
日
と
十
三
日
、
本
町
の
町
民

総
合
運
動
公
園
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場

で
行
わ
れ
た
第
五
十
六
回
県
民
体
育
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
町
村
の
部
）で
、
本

町
代
表
チ
ー
ム
が
六
十
五
歳
以
上
の
部
、

六
十
四
歳
以
下
の
部
と
も
に
優
勝
。
二
年

連
続
五
度
目
の
総
合
優
勝
に
輝
き
、
大
会

初
の
完
全
制
覇
を
地
元
で
飾
り
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と

も
安
定
し
た
力
で
勝
ち
進
ん
だ
本
町
代
表

チ
ー
ム
は
、
両
部
門
そ
ろ
っ
て
決
勝
へ
進

出
し
ま
し
た
。
六
十
四
歳
以
下
の
部
で
は
、

決
勝
で
強
豪
雫
石
町
チ
ー
ム
と
対
戦
し
13

対
13
の
同
点
。
ゲ
ー
ト
通
し
に
よ
る
決
戦

の
末
、
三
度
目
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

六
十
四
歳
以
下
の
部
で
は
、
決
勝
で
一
戸

町
チ
ー
ム
と
対
戦
。
９
対
８
の
接
戦
を
制

し
、
二
度
目
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

本
町
代
表
チ
ー
ム
は
、
八
月
二
十
一
日

と
二
十
二
日
に
花
巻
市
で
開
か
れ
る
東
北

大
会
の
両
部
門
に
そ
ろ
っ
て
出
場
し
ま
す
。

▽
出
場
選
手
　
六
十
五
歳
以
上
の
部
…
豊

間
根
和
七
（
豊
間
根
）、
O
々
木
昭
二

（
石
峠
）、
佐
藤
光
夫
（
豊
間
根
）、
三

ケ
尻
キ
ノ
ヱ
（
同
）、
大
町
チ
ヨ
（
同
）、

中
村
キ
ミ
ヨ
（
同
）

六
十
四
歳
以
下

の
部
…
O
々
木
三
由
（
豊
間
根
）
、

佐
々
木
和
子
（
同
）、
木
村
敏
子
（
同
）、

上
澤
和
夫
（
大
沢
）、
川
村
秀
#
（
織

笠
）

《
敬
称
略
》

大会初となる完全制覇を地
元で果たした選手の皆さん

沼崎喜一町長に男子総合優勝、女子総合
３位入賞の報告に訪れた選手の皆さん



【１３】

【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書券を
プレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

☆締め切り=７月20日（当日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ｂ、②－Ｃ、
③－Ａ、④－Ｃ、⑤－Ａでした。応
募者数は37通で正解は35通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
山田＝平石凌（10） 北浜町＝木下

敏子（61） 船越＝村木右京（６） 田
の浜＝川向志歩（11）、沼崎晴香（？）
大浦＝O藤アサ子（61） 大沢＝佐々
木夏希（14） 豊間根＝佐藤慶子（49）
石峠＝尾形樹麻（10） 荒川＝村上博
子（43） 〈敬称略〉

サマージャンボ宝くじ「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
」
が
七
月
十
二

日
か
ら
販
売
さ
れ
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
各
都
道
府
県
の
販
売

実
績
や
市
町
村
数
、
人

口
な
ど
に
応
じ
、
県
を
経
由
し
て
県

市
町
村
振
興
協
会
に
交
付
さ
れ
た
後
、

各
市
町
村
に
分
配
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
市
町
村
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
と

な
り
、
公
共
事
業
の
ほ
か
、
少
子
・

高
齢
化
対
策
、
環
境
保
全
活
動
な
ど
、

市
町
村
の
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く

り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

▽
販
売
期
間
　
七
月
十
二
日
（
月
）

〜
三
十
日
（
金
）

▽
抽
せ
ん
日
　
八
月
十
日
（
火
）

７月12日から販売されます

11111111111111111111111111

11111111111111111111111111
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1
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1
1
1
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1
1
1

作
品
や
ア
イ
デ
ア
を
募
集

町では、岩手朝日テレビ主催の「ふるさとＣＭ大賞」
に出展するビデオ作品や、作品製作のためのアイデア
を募集します。ふるさと山田の魅力を30秒の映像で表
現してみませんか。応募予定の方は事前に下記担当ま
でご相談ください。なお、希望者に昨年の同大賞審査
会の模様を収録したビデオテープを貸し出します。
◆作品テーマ ふるさと自慢、観光、物産、伝統、人
物、歴史、自然など、山田町の魅力や特徴を表現し
たものであればテーマは問いません。
◆応募資格 町民または本町にゆかりのある人
◆応募方法 ビデオ作品部門…家庭用または業務用ビ
デオで撮影した映像を30秒にまとめ、ＶＨＳ、Ｍｉｎｉ
ＤＶ、８㎜Ｖｉｄｅｏ、βカム、Ｄ２などに記録して９
月30日までに応募してください。 アイデア部門…ＣＭのあら
すじが分かる絵コンテやシナリオ（様式は任意）などを７月30
日までに応募してください。
◆審査方法 応募作品については町が審査を行い、１作品を｢ふ
るさとＣＭ大賞」に出展します。
※採用作品の著作権は山田町に帰属します。
◆申込先・問い合わせ 役場総務課情報管理担当（〒028－1392
山田町八幡町３番20号　�82－3111内線421）へどうぞ。

山田の魅力を30秒で
表現してみませんか

�６月20日に東京で行われた「第19
回ふる里山田同郷の会」の参加者
は何人？
�４人　�14人　�114人

�水産グループ21の会長に選出され
た上林正#さんは何歳？
�16歳　�26歳　�36歳

�「いどばた会館」が完成したのは
豊間根の○○○地区？
�宇名田　�田名部　�八千代

�今月７日から山田高校で行われる
全校応援練習。指導者に招かれた
応援団はどこの大学所属？
�法政大学
�弘前大学
�岩手大学

�今号の健やか赤ちゃん14人のうち、
女の子は何人？
�３人　�４人　�５人



【１４】

Health Guide
各種相談、健診、予防接種の問い合わせは、

役場保健福祉課保健指導担当（�82－3111
内線161、165、166）へお気軽にどうぞ。 保 健 だ よ り

申 し 込 み

名　称 期 日 時　　　間 対　　象　　者

実施場所 期 日 時　　間 申込先

��月の教室 場所：保健センター

�三種混合とはしかの予防接種 （�月）

井上医院 随　時 診療時間内 随　時 82－2956

うらべ内科 〃 〃 〃　 82－0123

近藤医院 〃 〃 〃 82－3328

後藤医院 〃 〃 接種する日の前日 82－6690

機能訓練
教　　室 月曜日 午前10時～

午後2時半
病気やけがなどで体の不
自由な方

�各種教室に参加を希望する方は、役場保健福祉課保健指導担当（内

線165、166）へご連絡ください。

ひよこ教室 16日 午前10時～正 午 言葉や運動機能の発達な
どで心配のある幼児

項　　　　目 期日 受　付　時　間 対　 象 者

��月の各種相談・健診 場所：保健センター

�乳幼児健診・相談で持参する物…母子健康手帳、赤ちゃん手
帳、バスタオル、歯ブラシ（１歳６カ月児健診の該当者）、
幼児の上履き。
�３カ月児健診、６カ月児相談では離乳食の試食もあります。

3 カ 月 児 健 診 8、15日 午後1時～1時20分 対象者には通知します

6 カ 月 児 相 談 8 日 午後1時～1時20分 〃

10 カ 月児健診 15日 午後1時～1時半 〃

1歳6カ月児健診 22日 午後零時50分～1時半 〃

健 康 相 談 6、20日 午前10時～正 午 一般町民

場　　所期 日 時　　間 担当嘱託医師

��月の精神保健クリニック

8 日 午後１時～4時 及川暁先生（宮古山口病院）宮古保健所

�心の健康についての相談を行っています。ご希望の方は、前日ま

でに役場保健福祉課厚生援護担当（内線132）へお申し込みください。

3日当　番　薬　局

��月の休日当番薬局

ア イ ン 薬 局

川 向 薬 局

船 越 菊 屋 薬 局

さ さ き 薬 局

さとう薬局（田の浜）

佐 藤 薬 局（豊間根）

マ ル タ 薬 局

山 田 中 央 薬 局

○

○

○

○

○

○

○

10日

○

○

○

○

○

○

11日

◎

17日

○

○

○

○

○

○

○

18日

◎

24日

○

○

○

○

○

○

25日

◎

31日

○

○

○

○

○

○

○

○…午前８時半～午後２時　◎…午前８時半～午後５時半

※７月４日（日）、19日（祝）は各病院で対応します。

希
望
者
は
直
接
会
場
へ

風
し
ん
の
予
防
接

種
が
行
わ
れ
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
指
定
さ
れ
た
日

時
を
確
認
の
上
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
対
象
　
一
歳
か
ら

七
歳
六
カ
月
未
満

の
幼
児
で
未
接
種

の
人
（
既
に
風
し

▽
受
付
時
間
　
午
後
零
時
半
〜
一
時

▽
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
接
種
で
き
な
い
人
　
▼
風
邪
を
ひ

い
て
い
る
▼
発
熱
な
ど
、
体
調
が

悪
い
▼
一
週
間
以
内
に
三
種
混
合

の
予
防
接
種
を
受
け
た
▼
一
カ
月

以
内
に
お
た
ふ
く
風
邪
、
は
し
か
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
予
防
接
種
を
受
け

た
│
│
人
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
健
福
祉
課

健
康
管
理
担
当（
内
線
１
６
１
）へ
。

ん
に
か
か
っ
た
人
は
除

き
ま
す
）

▽
実
施
日
　
七
月
七
日
、

九
日
、
十
二
日
、
十
三

日

全血献血にご協力を
７月は「愛の献血助け合い

運動」月間です。献血は気軽
にできるボランティア。移動
献血車「まごころ号」が次の
日程で巡回しますので、皆さ
んのご協力をお願いします。

�期日　７月６日（火）
�場所と時間　大沢漁協前…午前９時～９時50分
山田湾漁協前…午前10時40分～11時半　シーサ
イドかろ前…午後零時20分～１時半　山田高校
前…午後３時20分～４時半
�問い合わせ　役場保健福祉課健康管理担当（内
線161）へどうぞ。

４月に行われたポリオ予防接種の様子



海上保安学校の
生徒募集します

海上保安庁では、海上保安学
校の生徒を募集します。
�応募資格　昭和56年４月２日
以降の生まれで高校を卒業し
た人（見込みを含む）
�試験日　９月26日（日）
�試験地　盛岡市
�受付期間
７月20日～８月３日

�試験内容　教養試験、作文
�申込書の請求先　人事院東北
事務局（�022－221－2022）
�申込先・問い合わせ　第二管
区海上保安本部（〒985－8507
宮城県塩釜市貞山通３－４－
１ �022－363－0111）へ。

町内海水浴場が
オープンします

町内の海水浴場などがオープ
ンします。皆さんのご来場をお
待ちしています。
場所と期間

�オランダ島（大島）海水浴場
７月17日～８月16日

※オランダ島までの巡航船につ
いては、ページ右下の記事を
ご覧ください。
�浦の浜海水浴場
７月24日～８月22日

�荒神海水浴場
７月24日～８月22日

�船越家族旅行村「ジャブジャ
ブプール」（幼児、小学生向け）
７月17日～８月22日（７月20
日～23日は休業します）
※ジャブジャブプールの利用時
間は午前９時～午後４時半ま
でとなります。
◆問い合わせ　役場産業振興課
商工観光担当（内線234）へ。

まちで出会ったかわいい笑顔

国保税の減免制度
対象者はご相談を

昨年度から国保税の減免制度
が制定されています。減免対象
に該当すると思われる人は役場
税務会計課へご相談ください。
�減免対象　①災害などにより
生活が著しく困難になった人
②病気や失業などにより収入
が皆無となった人──などで
す。詳しくはご相談ください。
�問い合わせ　役場税務会計課
町民税担当（内線111）へ。

山中のプールを
夜間開放します

町教育委員会では、山田中学
校のプールを一般開放します。
料金は無料ですので、どうぞご
利用ください。
�期間　７月６日～８月31日の
毎週火曜日、木曜日、土曜日
（８月３日と14日は開放しま
せん）
�時間　午後６時～８時半
�注意事項　・スイミングキャッ
プの貸し出しはしませんの
で、各自で用意してください。
・小学生以下の人が利用する
場合は、必ず保護者が同伴し
てください。
�問い合わせ　町教育委員会事
務局社会体育担当（�82－
5505）へどうぞ。

山田高校で公開の
応援練習行います

県立山田高校では、「個性化
輝く学校づくり推進事業」とし
て、法政大学の応援団リーダー
を指導者に招き、全校応援練習
を行います。どなたでも見学で
きますので、お気軽にご来校く
ださい。
�期日　７月７日、８日
�時間　午後１時半～２時20分
�場所　山田高校第１体育館
�指導者　法政大学応援団
�問い合わせ　県立山田高等学
校（�82－2164）へどうぞ。

施設運営検討の
委員を一般公募

町では、町立の保育園や児童
館、幼稚園の効率的な運営を図
るため、統廃合や民営化などを
検討する就学前施設等運営検討
委員会を発足するにあたり、委
員の一部を公募します。
�募集人数　２人
�応募資格　20歳以上の町民で、
保育園などの運営に関心があ
る人
�応募方法　役場総務課と保健
福祉課、各支所に備え付けの
申込書に必要事項を記入し提
出してください。
�応募期限　７月15日
�提出先・問い合わせ　役場総
務課行政改革推進主幹（内線
420）へどうぞ。

フリーマーケット
出店者募集します

フリーマーケットの出店者を
募集します。
�出店資格　宮古管内に住む人
�開催日時　７月25日（日）
�場所　みやこ広域リサイクル
センター（宮古市小山田）
�申込先・問い合わせ　７月20
日までにみやこ広域リサイク
ルセンター（�63－7753）へ。

山田と大島を結ぶ
巡航船のご利用を

�運行期間
７月17日～８月16日

�料金（往復） 中学生以上500
円、小学生250円
�出航時間　下表のとおり
�問い合わせ　岩手県北自動車
㈱（�62－3350）へどうぞ。

各種スポーツ開催
皆さんでご参加を

少年少女相撲教室
�期間　７月24日、25日
�時間　午前９時～正午
�場所　前須賀公園相撲場
�対象と定員　町内の小学生、
中学生30人（経験、性別不問）
�内容　実技相撲の基本動作や
技の習得など
�参加料　１回に付き100円
�申込期限　７月16日
海洋スポーツ普及大会

�日時　７月25日（日）
�時間　午前10時～
�場所　浦の浜海水浴場
�内容　カヌーやバナナボート
の試乗会
町ナイターソフトボール大会

�期間　７月26日～30日
�時間　午後６時半～
�場所　町民総合運動公園野球
場ほか
�募集チーム　男子の部…12
チーム、女子の部…６チーム
�チーム編成　男女とも１チー
ム15人以内。メンバーは町内
在住の方で編成してください。
�参加料　１チーム3,000円
�申込期限　７月16日
※代表者会議は、７月22日（木）
の午後７時から町中央コミュ
ニティセンターで行います。
◆申込先・問い合わせ　町教育
委員会社会体育担当（�82－
5505）へどうぞ。

行政相談あります
�日時　７月１５日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

【１５】

大島発

9：20
12：00
15：10

10：10
13：30
16：10

11：00
14：30
16：50

山田港発

9：00
11：40
14：50

9：40
13：00
15：40

10：40
14：00
16：30
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町民のうごき
（ 5 月 1 日～31日）

�出生……１４人 �転入……３５人

�死亡……２７人 �転出……３１人

�人口…２１,１３２人（今月減 ９人）

男…１０,１３８人 女…１０,９９４人

�世帯数………………７,２８５世帯

山 根 拓
たく

真
ま

（大沢・章一・男）
東 　 良

よし

美
み

（山田・義昭・女）

ウッドオール・ゼイビア
　

（飯岡・リチャード・男）

５月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 大川温

はる

叶
と

（俊一・男）、菅野陽
ひ

菜
な

子
こ

（一孝・女）、阿部若
わか

菜
な

（良成・女）、福士大
だい

地
ち

（尚一・男）、山本楓
かえで

（和義・女）
�船越 金澤秀

しゅう

弥
や

（伸泰・男）、佐々木晃
こう

耀
よう

（雅昭・男）、西川優
ゆ

依
い

（晃・女）
�田の浜 上林励

れ

皇
お

我
が

（弘樹・男）
�大沢 山内華

か

�
りん

（倫太郎・女）
�石峠 鈴木諒

りょう

太
た

（淳・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
佐々木和哉（織笠）・中村玲（宮古市）
盛合博宣（宮古市）・稲川きみ子（織笠）
佐々木信幸（八幡町）・小野真努加（川向町）
福士雅樹（大沢）・佐藤奈々（宮古市）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 平石富子（63）、上林一郎（77）、淺井
サタ（78）、竹内嘉伸（67）、太田#（87）、佐藤
ヨシノ（87）、沼�幸治（89）
�船越 川原勝男（72）、川原勘一（85）、O藤
忠雄（75）
�田の浜 昆[太郎（79）、O々木マヨ（87）、
小原春松（81）
�大浦 山�ミヅノ（74）
�織笠 小林節夫（60）、昆シゲ子（66）、昆實
（61）
�大沢 箱石二郎（79）、鈴木秀次（56）、福士
@八（78）
�豊間根 坂本キエ（68）、佐々木スヱ（89）、
佐々木ミネ（91）、豊間根功（84）
�荒川 O々木ハル（85）
�石峠 �橋寅松（78）

中 釜 颯
そう

汰
た

（大沢・慎悟・男）

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

幸 和

佐野真
しん

之
の

介
すけ

（長崎・和広・男）
及 川 太

たい

晴
せい

（飯岡・新吾・男）
佐 藤 　 渉

あゆむ

（荒川・順一・男）

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�
なりました�

一
歳
に�

７月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

ケ�

ピ�

ン�

ボ�

ケ�

ピ�

ン�

ボ�

【１６】

酒 井 想
そう

太
た

（飯岡・伸一郎・男）
阿 部 一

かず

哉
や

（織笠・エリカ・男）

馬 場 祭
まつ

里
り

（豊間根・浩晶・女）
馬 場 莞

かん

大
た

（豊間根・浩晶・男）
芳賀なぎさ

　

（飯岡・力・女）

山 � 美
み

結
ゆ

（船越・優貴・女）

中 釜 綾
りょう

汰
た

（大沢・慎悟・男）

�期間 7月6日～16日
※7月11日は選挙のため休み

�時間　午前8時半～午後5時
�場所　町中央公民館ロビー
�内容　日本画10点の展示
�問い合わせ　町教育委員会事務
局文化担当（�82－3111内線
624）へどうぞ。


